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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR080 : ATmega128によるATmega103置換

要点
■ ATmega128でのATmega103障害修正
■ 名称変更
■ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀと前置分周器への改良
■ 外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへの改良
■ A/D変換器への改良
■ SPIとUARTへの改良
■ A/D変換器雑音相殺器での変更
■ EEPROM書き込みﾀｲﾐﾝｸﾞでの変更
■ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへの変更
■ ﾋｭｰｽﾞ設定
■ 発振器と起動遅延設定
■ ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏへの変更
■ JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
■ その他関連
■ ATmega103互換動作で利用できない機能

序説
この応用記述はATmega128への既存設計変換でのATmega103使用者を援助するための手引
きです。ATmega128にはﾋｭｰｽﾞ設定を通して選択する2つの動作種別があります。M103Cﾋｭｰ
ｽﾞはATmega103互換動作が使われるべきか、またはそうでないかのどちらかを選択します。既
定でのM103Cﾋｭｰｽﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)で、ATmega128は互換動作で動きます。互換動作が使われ
るとき、矛盾しない増強だけがATmega103と異なるﾃﾞﾊﾞｲｽにします。加えてATmega128の電気
的特性は製造技術変更による動作周波数の上昇を含めて異なります。詳細情報については
ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてください。M103Cﾋｭｰｽﾞが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にされると、全ての新機能が支援さ
れますが、ｺｰﾄﾞ移転はより多くの作業を必要とするかもしれません。

ATmega128でのATmega103障害修正
ATmega103ﾃﾞｰﾀｼｰﾄでの以下の項目はATmega128に適用しません。障害のより多くの詳細情
報についてはATmega103障害情報を参照してください。

注: これらの障害のいくつかはATmega103の最終版で修正されています。これらはどのATmeg 
a103設計からも容易に変換するために、未だ参照されます。

上昇が遅い電源での消費電力増加

ATmega128の消費電力は電源上昇時間と無関係です。

ｸﾛｯｸなしでのﾘｾｯﾄ状態開放

ATmega128は、例え最小ﾊﾟﾙｽ幅tRSTを越える何れかの外部ﾘｾｯﾄ ﾊﾟﾙｽが、何れかの有効なｸ
ﾛｯｸの存在前にその状態が消滅しても内部ﾘｾｯﾄを起す、新しいﾘｾｯﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持ちます。

ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞから復帰時に割り込み前の命令実行

ATmega128はﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ動作からの起動復帰後の最初の命令として割り込み処理ﾙｰﾁﾝを実
行します。

ATmega128が休止形態間に、許可した割り込みが起こると、MCUは起動復帰します。そして
MCUは4周期停止してから割り込み処理ﾙｰﾁﾝを実行し、SLEEPに後続する命令から実行を再
開します。

SPIの不正なﾊﾞｲﾄ送信

ATmega128では直前の転送終了と同じｸﾛｯｸ端で新規ﾊﾞｲﾄをSPIﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀに書けます。主
装置動作での操作時、新規ﾊﾞｲﾄをSPIﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀ内へ書く前に直前の転送完了を待つ必要
はありません。
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MCUSR内のEXTRFの不正解除

電源ONﾘｾｯﾄ ﾌﾗｸﾞ(PORF)と外部ﾘｾｯﾄ ﾌﾗｸﾞ(EXTRF)はATmega128で個別に解除(0)できます。

EEPROM書き込み中のﾘｾｯﾄ

EEPROM書き込み中にATmega128でﾘｾｯﾄまたは電源OFFが起きると、書き込み位置が不正となるかもしれませんが、ATmega128は
書かれていたﾊﾞｲﾄ以外の他の何れの位置も不正にしません。

ﾘｾｯﾄ後のSPI割り込み要求ﾌﾗｸﾞが不定

ATmega128はSPI割り込み要求ﾌﾗｸﾞを0にﾘｾｯﾄします。

ｽｷｯﾌﾟ命令実行中の割り込み

ATmega128の割り込みはｽｷｯﾌﾟ命令が2語命令をｽｷｯﾌﾟする割り込み時も、常に正しい戻りｱﾄﾞﾚｽを格納します。

識票ﾊﾞｲﾄ

ATmega128の識票ﾊﾞｲﾄはATmega103で使っていたものと異なります。従ってATmega103での不正な識票に関連する障害は適用で
きません。設計移転時、ATmega128の識票使用を確認してください。

EEPROMﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ中の読み戻し値

ATmega128でのEEPROMﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ中の読み戻し値は常に$FFです。

実装書き込み(ISP)中のMISO出力

ATmega128は実装書き込み(ISP: In-System Programming)中のMISO出力をHi-Zにします。ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは直列ﾃﾞｰﾀ入力と直列
ﾃﾞｰﾀ出力の各々に対して、未だPE0とPE1を使います。

A/D変換器には連続変換動作なし

ATmega128は連続変換動作を支援します。

UART受信禁止時にRXD信号がLowの場合にUART同期消失

UARTは、この問題がないUSARTに置換されます。受信の開始端はUSART制御ﾚｼﾞｽﾀ内の受信許可ﾋﾞｯﾄが設定(1)される場合にだ
け、有効として受け入れられます。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中の高電圧でのEEPROM照合

ATmega128用ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで規定した電圧と周波数範囲内で動作する限り、供給電圧とｼｽﾃﾑ周波数に制限はありません。

ｼｽﾃﾑ内でのEEPROM照合

ﾃﾞﾊﾞｲｽがATmega128用ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで規定した電圧と周波数範囲内で動作する限り、供給電圧とｼｽﾃﾑ周波数に制限はありません。

電圧3.4V以下での直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ﾃﾞﾊﾞｲｽがATmega128用ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで規定した電圧と周波数範囲内で動作する限り、供給電圧とｼｽﾃﾑ周波数に制限はありません。
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名称変更
右の制御ﾋﾞｯﾄは変更された
名称を持ちますが、ATmeg 
a103としてのｱｸｾｽ時、同じ
位置と機能を持ちます。

表1. 変更されたﾋﾞｯﾄ名

ATmega103
でのﾋﾞｯﾄ名

備考
ATmega128
でのﾋﾞｯﾄ名

I/Oﾚｼﾞｽﾀ
(ATmega103)

SRW10SRW MCUCR

TCCRn(A)PWMn(0) WGMn0 ()内の0とAは16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀのみ

PWMn1 WGMn1 TCCRnA

WGMn2CTCn TCCRn(B) ( )内のBは16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀのみ

WDCEWDTOE WDTCR 7頁の「ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏへの変更」をご覧ください。

UCRRXCIE0RXCIE

TXCIE TXCIE0 UCR

UCRUDRIE UDRIE0

UCRRXEN RXEN0

UCRTXEN TXEN0

UCRCHR9 UCSZ02

UCRRXB8 RXB80

UCRTXB8 TXB80

USRRXC RXC0

USRTXC TXC0

USRUDRE UDRE0

USRFE FE0

USROR DOR0

右のI/Oﾚｼﾞｽﾀは変更され
た名称を持ちますが、ATm 
ega103としてのｱｸｾｽ時、同
じ位置と機能を含みます。

表2. 変更されたﾚｼﾞｽﾀ名

ATmega103
でのﾚｼﾞｽﾀ名

備考
ATmega128
でのﾚｼﾞｽﾀ名

EICRBEICR

MCUSR MCUCSR

UDR UDR0

UCSR0AUSR

UCSR0BUCR

UBRR0LUBRR

ADCSR ADCSRA

ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀと前置分周器への改良
改良と付加機能についての詳細に関してはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。以下の特徴が追加されています。

・ ATmega128の前置分周器はﾘｾｯﾄできます。

・ PWM動作での可変上限(TOP)値

・ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ1に対し、位相基準PWM動作に加えて位相/周波数基準PWM動作

・ 高速PWM動作

ATmega128とATmega103間の違い

改良と変更の多くは全てのﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀに適用され、以下の記述は一般形で書かれています。小文字の'x'は出力ﾁｬﾈﾙ(ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ1
についてはAまたはB、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0と2については利用不可)の置き換えで、一方'n'はﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ番号(n=0,1,または2)の置き換えで
す。

PWM動作でのTCNT1解除

ATmega103では3つのPWM分解能、8,9,または10ﾋﾞｯﾄがあります。8,9,または10ﾋﾞｯﾄだけが比較されるにも拘らず、TCNT1内に分解
能を越えて値を書くことが可能です。故にﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀは減少した分解能が効果を表す前に$FFFFへの計数を完了しなければなりま
せん(例えば、8ﾋﾞｯﾄ分解能が選択され、TCNT1が$0100を含む場合、上限値($FF)はｶｳﾝﾀが$FFFFへ上昇計数し、$0000へ下降計
数して再び上昇計数するまで効果を発揮しません)。ATmega128では、この予期せぬ$FFFFへの上昇計数を避けるために、TCNT1
の未使用ﾋﾞｯﾄが0に解除されるように変更されました。ATmega128では選択した分解能を決して超えません。
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ATmega128 TCNT1ﾚｼﾞｽﾀの未使用上位ﾋﾞｯﾄは前置分周したｸﾛｯｸの最初の上昇端で解除(0)されます。

 ・ 8ﾋﾞｯﾄPWM : TCNT1H7～0=0
 ・ 9ﾋﾞｯﾄPWM : TCNT1H7～1=0
 ・ 10ﾋﾞｯﾄPWM : TCNT1H7～2=0

ATmega103 TCNT1Hは解除(0)されません。

PWM動作でのOCR1xH解除

PWM動作でのOCR1xH解除はTCNT1解除と僅かに異なります。ATmega103は8,9,または10ﾋﾞｯﾄPWM動作が選択された場合、上位
6ﾋﾞｯﾄを解除(0)します。従ってPWM動作でOCR1xに$FFFFが書かれ、OCR1xが読み戻されると、その結果は選択されたPWM動作に
拘らず$03FFです。ATmega128で解除(0)するﾋﾞｯﾄ数は分解能に依存します。

ATmega128 OCR1AHとOCR1BH内の上位ﾋﾞｯﾄは、それらがｶｳﾝﾀの上限(TOP)値で更新される時に解除(0)されます。

 ・ 8ﾋﾞｯﾄPWM : OCR1xH7～0=0
 ・ 9ﾋﾞｯﾄPWM : OCR1xH7～1=0
 ・ 10ﾋﾞｯﾄPWM : OCR1xH7～2=0

ATmega103 OCR1AHとOCR1BH内の上位6ﾋﾞｯﾄは分解能に拘らず解除(0)されます。

前置分周器ありの比較一致でのﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ解除 (全ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀに適用)

比較一致での解除とﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀの内部計数間の関連は変更されています。ATmega103での比較一致での解除は比較値と一致する
最初の内部計数後にﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀを解除し、これに反してATmega128は比較値と一致する最後の内部計数後にﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀを解除し
ます。解除、ﾌﾗｸﾞ設定、ﾋﾟﾝ変更の詳細については図1.と図2.をご覧ください。

例: 前置分周器許可(8分周)時のOCRnx=$02

図1. ATmega103に関する比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ設定

TCNTn 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ ↑ ↑

注: ↑は比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝが設定される位置を表します。

図2. ATmega128に関する比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ設定

TCNTn 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ ↑

注: ↑は比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝが設定される位置を表します。

前置分周器許可での比較出力ﾋﾟﾝ/ﾌﾗｸﾞの設定 (全ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀに適用)

比較出力とﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀの内部計数間の関連は変更されています。ATmega103での比較出力は比較値と一致する最初の内部計数
後に比較出力ﾋﾟﾝ/ﾌﾗｸﾞを設定し、これに反してATmega128は比較値と一致する最後の内部計数後に比較出力ﾋﾟﾝ/ﾌﾗｸﾞを設定しま
す。比較出力ﾌﾗｸﾞ設定とﾋﾟﾝ変更の詳細については図3.と図4.をご覧ください。

例: 前置分周器許可(8分周)時のOCRnx=$02

図3. ATmega103に関する比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ設定

TCNTn 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5

ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ ↑

注: ↑は比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝが設定される位置を表します。

図4. ATmega128に関する比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ設定

TCNTn 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5

ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝ ↑

注: ↑は比較出力ﾌﾗｸﾞ/ﾋﾟﾝが設定される位置を表します。

PWM動作でOCR1x書き、上限(TOP)でのOCR1x更新前に標準動作へ変更、OCR1x読み (16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀのみ適用)

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで記述されるように、OCR1xﾚｼﾞｽﾀはそれが書かれると、上限(TOP)値で更新されます。従ってPWM動作でのOCR1x書き込
み時、その値は一時緩衝部に格納されます。ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀが上限に到達するとき、一時緩衝部(内容)が実際の比較出力ﾚｼﾞｽﾀに転送
されます。一時緩衝部が書かれた後であるけれど、実際の比較出力ﾚｼﾞｽﾀが更新される前にPWM動作を抜けた場合、その動作は
ATmega128とATmega103間で違います。
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ATmega128    更新が行われる前にOCR1xﾚｼﾞｽﾀが読まれる場合、OCR1x一時緩衝部ではなく、実際の比較値が読まれます。

ATmega103    更新が行われる前にOCR1xﾚｼﾞｽﾀが読まれる場合、OCR1x一時緩衝部内の値が読まれます。例えば読まれた値は
最後に(OCR1x一時緩衝部へ)書かれたものですが、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀが決して上限値に到達しないため、それはOCR1xﾚ
ｼﾞｽﾀ内にﾗｯﾁされません。従って比較に使われる値は必ずしも読まれた値と同じではありません。

注: これは16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀだけに適用され、8ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀについては両ﾃﾞﾊﾞｲｽに於いて一時緩衝部が読まれます。

直前のOCnxﾋﾟﾝ ﾚﾍﾞﾙの記憶

ATmega103にはPWM動作でのOCnxﾋﾟﾝ更新なしの2つのCOMnx1,0(00と01)設定と非PWM動作での1つのCOMnx1,0(00)設定があり
ます。ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀの仮定はOCnxﾋﾟﾝを更新する状態から更新しない状態へ持って行き。そして再びOCnxﾋﾟﾝを更新する状態へ戻し
ます。以下の違いが留意されるべきです。

ATmega128    比較出力動作禁止前のOCnxﾋﾟﾝのﾚﾍﾞﾙが記憶されます。比較出力再許可はそれが禁止された状態からの動作再開
をOCnxﾋﾟﾝにさせます。全ての比較出力ﾋﾟﾝはﾘｾｯﾄで0に初期化されます。

ATmega103    非PWM動作でのﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀに対して、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀがﾋﾟﾝに接続されていない間の比較一致は、再許可でOCnxﾋﾟﾝを
Lowﾚﾍﾞﾙにﾘｾｯﾄするでしょう。PWM動作は再許可でﾋﾟﾝの状態が未知となるような、OCnxﾋﾟﾝに対する内部ﾚｼﾞｽﾀを
更新します。8ﾋﾞｯ ﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀに対する比較出力ﾋﾟﾝの状態は、比較出力ﾋﾟﾝの再許可時に未知です。ATmega103で
の8ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ用のOCnxﾋﾟﾝだけはﾘｾｯﾄで0に初期化されます。

TCNT0またはTCNT2各々での両端値に等しいOCR0またはOCR2 (8ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀのみ適用)

COMn1,0により、OCnはCOMnﾋﾞｯﾄ変更時に解除(0)または設定(1)されます。その出力応答はATmega128とATmega103で違います。

ATmega128    COMnﾋﾞｯﾄ変更時、出力(OCn)ﾋﾟﾝは比較一致が起きた後でCOMnﾋﾞｯﾄに従って変化します。

ATmega103    COMnﾋﾞｯﾄ変更時、出力(OCn)ﾋﾟﾝは直ちに変化します。

16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ1に対しては、ATmega128とATmega103のどちらも比較一致が起こる前に出力を変更しません。

XDIVとﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0

ｸﾛｯｸ分周制御(XDIV)ﾚｼﾞｽﾀの設定はATmega128でのﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0とその関連論理回路に対するｸﾛｯｸ元に影響を及ぼさず、ATmeg 
a103では及ぼします。結果としてATmega128でﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0 ﾚｼﾞｽﾀ ｱｸｾｽが失敗し、割り込みが失われるかもしれません。例えﾀｲﾏ/
ｶｳﾝﾀ0が同期または非同期にｸﾛｯｸ駆動されているかのどちらであっても、ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸがXDIVﾚｼﾞｽﾀによって分周されている場合、
ATmega128のﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0は使われるべきではありません。換言すると、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0が使われるなら、ｼｽﾃﾑ分周機能は使われるべ
きではありません。

外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへの改良
ATmega128のｱﾄﾞﾚｽ/ﾃﾞｰﾀ組み合わせﾎﾟｰﾄは新しいｱﾄﾞﾚｽが設定されるまでﾃﾞｰﾀを出力します。変更ﾀｲﾐﾝｸﾞの詳細についてはAT 
mega128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

A/D変換器への改良
・ ATmega128のA/D変換器は連続変換動作を支援します。

・ ATmega128の単独変換はATmega103より2周期少なくなります。

・ ATmega128は左揃えと右揃えした10ﾋﾞｯﾄ結果の両方を支援します。

・ ATmega128のA/D変換器は差動と増幅した測定を支援します。

・ ADMUXﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄ7～3はATmega128で使われ、ATmega103では使われません。従ってATmega103での未使用I/Oﾋﾞｯﾄは
ATmega128での同一動作を保証するために0を書かれるべきです。

SPIとUARTへの改良
SPIとUARTの両方にはより高い通信速度を許す、新しい倍速動作があります。ATmega103でのUARTはATmega128でUSARTに置換
されています。ATmega128のUSARTは次の1つの例外付きでATmega103のUARTと互換です。2段の受信ﾚｼﾞｽﾀがFIFOとして働きま
す。このFIFOはM103Cﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されると禁止されます。尚、M103Cﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されるとき、以下が留意されなけれ
ばなりません。

・ UDRは到着ﾃﾞｰﾀ毎に1度だけ読まれなければなりません。

・ 異常ﾌﾗｸﾞ(FEとDOR)とﾃﾞｰﾀ第9ﾋﾞｯﾄ(RXB8)は受信緩衝部内でﾃﾞｰﾀと共に緩衝されます。従って、この状態ﾋﾞｯﾄは常にUDRﾚｼﾞｽﾀ
が読まれる前に読まれなければなりません。さもなければ、この異常状態は失われます。

その他の小さな違いはATmega103のUARTで1、ATmega128のUSARTで0となる、RXB8の初期値です。
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A/D変換器雑音相殺器での変更
ATmega103でのA/D変換はｱｲﾄﾞﾙ休止動作移行前に開始されなければなりません。ATmega128でのA/D変換はA/D変換器が許可
され、単独変換動作に設定され、A/D変換完了割り込みが許可され、A/D変換器が変換中でなければ、ｱｲﾄﾞﾙまたはA/D変換雑音
低減動作移行時、自動的に単独変換を始めます。この変換は例えM103C互換ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されていても自動的に始めます。

EEPROM書き込みﾀｲﾐﾝｸﾞでの変更
ATmega103でのEEPROM書き込み時間は供給電圧に依存し、代表的には2.5ms/VCC=5V、4ms/VCC=2.7Vです。ATmega128での
EEPROM書き込み時間は(ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸに対するｸﾛｯｸ元と周波数に拘らず)校正付き内蔵RC発振器で8448周期かかります。この校正
付き内蔵RC発振器はVCCに拘らず1.0MHzに校正されている仮定で、代表的な書き込み時間は8.4msです。

注: OSCCALﾚｼﾞｽﾀ内での値変更は校正付き内蔵RC発振器の周波数、故にEEPROM書き込み時間に影響を及ぼします。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへの変更
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、特に実装書き込み(ISP: In-System Programming)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにいくつかの変更が行われています。これは
ATmega128での全追加ﾋｭｰｽﾞを支援するために行われました。ﾀｲﾐﾝｸﾞの必要条件は変更されていません。詳細についてはATmega 
128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ法が変更されました。最も重要な変更はATmega128でPAGELﾋﾟﾝがPD7に配置され、同時にBS2がPA0に配置される
ことです。ATmega103では逆のﾋﾟﾝ割り当て(PA0にPAGEL、一方BS2はPD7に割り当て)が選択されていました。この変更は全ての新
AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対して同じ書き込み器の使用を可能とするために行われました。並列動作で、ATmega128はEEPROMのﾍﾟｰｼﾞ書き込
みを支援します。追加ﾋｭｰｽﾞと施錠のﾋﾞｯﾄもﾋｭｰｽﾞ書き込み法での変更を必要とします。並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに対するﾀｲﾐﾝｸﾞの必要条件
が変更されています。詳細についてはATmega128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

STK500はATmega128の実装書き込み(ISP)と並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの両方を支援します。

ﾋｭｰｽﾞ設定
ATmega128はATmega103より多くのﾋｭｰｽﾞを内包します。表3.はATmega128の推奨ATmega103互換ﾋｭｰｽﾞ設定を示します。いくつか
のﾋｭｰｽﾞは後続章で更に記述されます。

表3. ATmega103とATmega128でのﾋｭｰｽﾞ比較

ﾋｭｰｽﾞ ATmega103既定設定 ATmega128既定設定 ATmega103互換設定

-M103C 0 0

1WDTON - 1

OCDEN - 1 1

-JTAGEN 0 1 (注2)

0SPIEN 0 0

1-CKOPT 1 (注3)

EESAVE 1 1 1

0BOOTSZ1 - 0 (N/A) (注4)

0BOOTSZ0 - 0 (N/A) (注4)

1BOOTRST - 1

1BODLEVEL - 1

1BODEN - 1

1SUT1 1 (注5)参照

0SUT0 1 (注5)参照

0CKSEL3 - (注5)参照

0CKSEL2 - (注5)参照

0CKSEL1 - (注5)参照

1CKSEL0 - (注5)参照

注1: '-'はそのﾋｭｰｽﾞがATmega103に存在しないことを表します。

注2: 7頁の「JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」をご覧ください。

注3: 7頁の「発振器と起動遅延設定」をご覧ください。

注4: SPM命令と自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはATmega103互換動作で利用できません。BOOTSZ1,0の既定工場設定は有
効です。

注5: CKSELﾋｭｰｽﾞはATmega103とATmega128両方で利用可能です。けれどもSUTとCKSEL設定はATmega 
128への移行時に再考されるべきです。7頁の「発振器と起動遅延設定」をご覧ください。
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発振器と起動遅延設定
ATmega128はATmega103より多くの発振器と起動時間設定を提供します。ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ動作とﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ動作からの起動復帰中、ATm 
ega128は起動遅延を決めるのにCPU周波数を使い、一方ATmega103は(SUT=00を除いて)ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ(WDT)発振器周波数で
遅延を決めます。

適切な起動値を見つけるには、ATmega128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸとｸﾛｯｸ任意選択」章の指針に従ってください。

実装書き込み(ISP)動作でﾋｭｰｽﾞを変更する時に特別な注意が祓われなければなりません。ISPはｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸに依存します。不正な
発振器設定が書かれると、ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸを誤るためにISP動作への再移行が不可能になるかもしれません(その後に並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動
作が使われなければなりません)。

ATmega103でのｸﾘｽﾀﾙ用発振器はXTAL2出力から付加ｸﾛｯｸ緩衝器を駆動する能力があります。ATmega128で、これはCKOPTﾋｭｰ
ｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)される時にだけ可能です。この動作での発振器は電源電圧幅の振幅出力を持ちますが、より高い電力消費を犠牲に
します。従って電源電圧幅振幅が必要とされる時にだけ、このﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)してください。

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏへの変更
ATmega128のｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏはATmega103のそれに比べて改良されています。ATmega103でのｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏは許可か禁止のど
ちらかで、一方ATmega128はWDTONﾋｭｰｽﾞによって選択する2つ安全ﾚﾍﾞﾙを支援します。更なる情報についてはATmega128ﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄでの記述をご覧ください。

M103Cﾋｭｰｽﾞのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)とWDTONﾋｭｰｽﾞの非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の組み合わせは、正確にATmega103でのような動作をｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏに
させます。

ATmega128でのｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ発振器周波数は全供給電圧に対して1.0MHzに近い周波数です。ATmega103でのｳｫｯﾁﾄﾞｸﾞｯｸﾞ発振器の
代表的な周波数は5Vで1.0MHzに近い周波数ですが、VCCの減少で計時完了時間が増します。これは(ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ発振器周期数の
項目で)ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏに対する計時完了時間選択がATmega128への設計移転時に再考されなければならないことを意味します。
更なる情報についてはATmega128用ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
ATmega128はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、境界走査(Boundary-scan)、内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使えるJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供します。JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがAT 
mega103互換動作でも利用可能なことに留意してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽはJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通すﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを許すためにJTAGENﾋｭｰ
ｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されて出荷されます。ATmega103互換のためには本ﾋｭｰｽﾞが消去(非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1))されなければなりません(されない場
合、4つﾋﾟﾝがI/Oﾋﾟﾝの代わりに検査入出力ﾎﾟｰﾄ(TAP)専用にされます)。M103CﾋｭｰｽﾞはJTAGENﾋｭｰｽﾞを無効にしません。

内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能が許可される場合、全休止形態で主ｸﾛｯｸが継続的に走行することに注意してください。これは総消費電流に対して
重要な一因になるでしょう。従ってOCDENﾋｭｰｽﾞは必要でなければ禁止(非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1))されるべきです。

その他関連
EEPROM書き込みｱｸｾｽがﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ休止形態移行前に完了されなければならないことに注意してください。さもなければｼｽﾃﾑ発振
器は継続して走行し、追加電流を流します。

ATmega103互換動作で利用できない機能
M103CﾋｭｰｽﾞはATmega128をATmega103互換にします。けれどもM103Cﾋｭｰｽﾞのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)で、ATmega128のいくつかの新機能が
利用不能になります。以下の機能はATmega128がATmega103互換動作で使われる時に支援されません。

・ TWI - 2線直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ部

・ USART1 - 追加第2USART

・ USARTのFIFO動作、同期動作、ﾊﾟﾘﾃｨや2停止ﾋﾞｯﾄのような増強機能

・ ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ能力 (SPM - 自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾒﾓﾘ)

・ 増強外部ﾒﾓﾘ制御 (より多くの待ち状態、ｱﾄﾞﾚｽ上位ﾊﾞｲﾄへの割り当てﾋﾞｯﾄ数設定、外部ﾒﾓﾘの違う領域に対する異なる待ち状態
設定)

・ MCUCSRでのJTD,JTRF,WDRF,BORF状態ﾌﾗｸﾞへのｱｸｾｽ

・ ｿﾌﾄｳｪｱによるｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ前置分周器変更のための時間制限手順

・ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ1に対する追加OCR1C比較出力ﾚｼﾞｽﾀ

・ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ3 (ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ1と同じ16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ)

・ INT3～0のｴｯｼﾞ割り込み

・ 標準I/OとしてのﾎﾟｰﾄC (ATmega103互換動作ではﾃﾞｼﾞﾀﾙ出力のみ)

・ 標準I/OとしてのﾎﾟｰﾄF (ATmega103互換動作ではｱﾅﾛｸﾞ/ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力のみ)

・ ﾎﾟｰﾄG (ATmega103互換動作では専用機能のみ)
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前記の機能のいくつかが必要または欲し、M103Cﾋｭｰｽﾞが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にされる場合、これは互換ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている限り
存在しないATmega128とATmega103間の様々な違いを引き起こします。

・ ﾃﾞｰﾀ ｱﾄﾞﾚｽ空間$0060～$00FFは内部SRAMではなく、拡張I/O専用です。

・ ﾃﾞｰﾀ ｱﾄﾞﾚｽ空間$0100～$10FFは内部SRAM専用で(ATmega128はATmega103の4000と比較して4096位置の内部SRAMを支援)、
従って外部ﾒﾓﾘはｱﾄﾞﾚｽ$1100から始まります(ATmega103の外部ﾒﾓﾘは$1000から始まります)。

・ ﾎﾟｰﾄCはﾘｾｯﾄで$00駆動に初期化されませんが、他のﾎﾟｰﾄと(同じ)Hi-Zにされます。

・ ALE,RD,WRﾋﾟﾝ(PG2～0)はXRAMが許可されるまで出力として設定されません。

・ TOSC1とTOSC2ﾋﾟﾝ(PG4,3)はAS0ﾋﾞｯﾄが(1に)書かれなければ、32kHz用発振器ではなく、ﾘｾｯﾄ後にﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力として設定されま
す。

・ ｿﾌﾄｳｪｱによるｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ前置分周器設定変更のため、時間制限手順に従わなければなりません。

・ MCUCSRﾚｼﾞｽﾀではATmega103でのようにEXTRFとPORFだけでなく、全てのﾘｾｯﾄ ﾌﾗｸﾞがこのﾚｼﾞｽﾀ内に存在します。

・ USARTはﾃﾞｰﾀ ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ(DOR)ﾌﾗｸﾞが設定(1)される前に、受信すべき複数ﾊﾞｲﾄ ﾃﾞｰﾀを許す、追加入力緩衝部を持ちます。
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